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を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
運
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
９
条
に
自
衛
隊

を
明
記
す
る
改
憲
を
決
し
て
許
し
て
は
な

ら
な
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
私
た

ち
の
た
め
に
災
害
救
助
な
ど
で
奮
闘
し
て

い
る
自
衛
隊
が
、
今
度
は
大
手
を
振
っ
て
米

軍
と
一
緒
に
海
外
で
戦
争
（
殺
し
、
殺
さ
れ

る
）
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち

は
、
戦
後
７
４
年
間
、
憲
法
９
条
が
自
衛
隊

員
の
命
を
守
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
戦
争
へ
の
道
」
を
阻
止
す
る
た
め
に
「
３

０
０
０
万
人
署
名
」
を
広
げ
に
広
げ
「
安
倍

改
憲
」
を
阻
止
し
よ
う
と
力
を
込
め
て
訴
え

ま
し
た
。 

 

ビ
ラ
１
５
０
枚
配
布 

 

約
一
時
間
の
行
動
で
表
に
は
「
日
本
と
中

国
、
世
界
平
和
の
た
め
に
」
と
、
裏
側
に
は
、

自
ら
の
加
害
体
験
を
告
白
し
た
人
々
の
思

い
「
人
間
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
許
さ
な
い

戦
争
」
「
憲
法
９
条
を
ゆ
が
め
る
の
は
戦
争

を
す
る
た
め
だ
」
な
ど
と
書
い
て
い
る
ビ
ラ

約
１
５
０
枚
を
く
ば
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
岡
山
民
報
の
坪
井
さ
ん
が
取
材
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

９
・
１
８
柳
条
湖
事
件
８
８
周
年
街
頭
宣
伝 

―
侵
略
と
加
害
の
歴
史
を
語
り
続
け 

「
戦
争
へ
の
道
」
を
阻
止
し
よ
う
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
中
岡
山
支
部 

 

小
林
軍
治 

 

 

 

今
日
９
月
１
８
日
は
、
関
東
軍
に
よ
る
満
州

侵
略
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
柳
条
湖
事
件
が

起
き
た
日
か
ら
ち
ょ
う
ど
８
８
年
に
な
り
ま

す
。 

 
日
本
中
国
友
好
協
会
は
、
毎
年
７
月
７
日
の

盧
溝
橋
事
件
か
ら
９
月
１
８
日
の
柳
条
湖
事
件

ま
で
を
「
不
再
戦
・
平
和
友
好
期
間
」
と
定
め
、

全
国
各
地
で
街
頭
宣
伝
や
学
習
会
を
開
い
て
い

ま
す
。 

 

日
中
岡
山
支
部
は
、
天
満
屋
ア
リ
ス
の
広
場

前
で
「
柳
条
湖
事
件
（
満
州
事
変
）
８
８
周
年

～
日
中
不
再
戦
は
憲
法
９
条
を
生
か
す
道
～
」

と
書
か
れ
た
横
断
幕
と
日
本
中
国
友
好
協
会
の

旗
及
び
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０
０
０
万

人
署
名
」
の
旗
を
立
て
て
宣
伝
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
河
井
理
事
長
、
真
田
支
部
長
、

小
林
事
務
局
長
、
理
事
の
曽
田
さ
ん
、
今
岡
さ

ん
、
中
国
帰
国
者
の
山
根
さ
ん
の
６
人
で
し
た
。 

 

マ
イ
ク
を
持
っ
た
曽
田
理
事
、
河
井
理
事
長

は
、
ビ
ラ
の
内
容
を
中
心
に
話
し
ま
し
た
。
私

は
、
通
行
中
や
商
店
街
の
人
々
に
次
の
３
点
を

訴
え
ま
し
た
。 

① 

中
国
、
日
本
と
も
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
日 

 

今
日
は
、
８
８
年
前
の
１
９
３
１
年
に
中
国
の
奉
天

（
現
在
の
瀋
陽
）
駐
留
の
日
本
軍
が
、
鉄
道
爆
破
事
件

を
起
こ
し
、
こ
れ
を
中
国
側
の
仕
業
に
み
せ
か
け
て
、

中
国
東
北
部
へ
の
戦
争
を
始
め
た
日
で
す
。
そ
し
て
翌

３
２
年
に
は
、
か
い
ら
い
「
満
州
国
」
を
作
り
あ
げ
ま

し
た
。
中
国
社
会
で
は
「
勿
忘 

九
・
一
八
」
と
呼
ん

で
忘
れ
ら
れ
な
い
日
で
す
。 

 

そ
の
後
日
本
軍
は
中
国
全
土
に
侵
略
を
拡
大
し
、
１

９
４
５
年
８
月
１
５
日
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗

戦
の
日
ま
で
、
約
１
５
年
間
戦
争
を
つ
づ
け
ま
し
た
。

こ
の
侵
略
戦
争
で
中
国
人
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
の
人
々

２
０
０
０
万
人
、
日
本
人
３
１
０
万
人
の
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
９
月
１
８
日
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
日
で
す
。 

② 

日
中
友
好
（
日
中
不
再
戦
）
の
心
を
育
む 

文
化
活
動
の
大
切
さ 

 

戦
争
の
一
因
に
、
相
手
国
を
正
し
く
知
ら
な
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
中
国
の
歴
史
や
現
状
を
理
解
す
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
文
化
活
動
（
中
国
映
画
を
見

る
会
、
太
極
拳
講
習
会
、
中
国
語
講
座
、
中
国
料
理
教

室
、
き
り
え
の
会
、
中
国
百
科
検
定
な
ど
）
と
中
国
旅

行
の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。 

③ 

憲
法
９
条
に
も
と
づ
く
平
和
外
交
（
対
話
）
を
！ 

 
安
倍
首
相
は
、
７
月
の
参
院
選
で
自
民
、
公
明
、
日

本
維
新
な
ど
の
「
改
憲
勢
力
」
が
３
分
の
２
を
割
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
閣
改
造
直
後
の
記
者
会
見
で

「
憲
法
改
正
を
必
ず
、
成
し
遂
げ
て
い
く
」
と
明
言
し

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
侵
略
と
加
害
の
歴
史
を
語
り
続

け
「
日
中
不
再
戦
は
憲
法
９
条
を
生
か
す
道
」
と
の
立

場
か
ら
、「
軍
事
力
や
核
の
抑
止
力
」
に
よ
る
の
で
は

な
く
、「
憲
法
９
条
に
も
と
づ
く
平
和
外
交
（
対
話
）」

中国映画を見る会 

第５回 

・１１月２４日(日) 

・１０時～ 

・岡西公民館 

「マンハント」 

原題：追補・2017年 

「君よ憤怒の河を渉

れ」１９７６年の映画

のリメーク 

24９２ 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１
０
月
１
１
日
（（金
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

今岡 

小林 

真田 

曽田 

竹内袈 

は
、
現
在
「
龍
爪
四
隊
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の

地
元
住
民
が
訪
問
客
で
あ
る
我
々
を
熱
烈

に
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
夜
の
地
元
住
民
と
の

交
流
会
で
は
総
勢
二
八
名
集
ま
っ
て
心
温

ま
る
懇
親
会
が
今
回
も
開
催
さ
れ
た
こ
と

は
小
林
軍
治
先
生
の
文
章
で
紹
介
が
あ
っ

た
。 

 

私
は
、
龍
爪
開
拓
団
の
最
も
西
に
位
置
す

る
地
域
に
「雪
上
屯
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
の

が
五
度
目
の
訪
問
時
に
気
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
地
は
、
「
上
岡
山
部
落
」
に
あ
た
る
。

「
日
の
出
部
落
」
よ
り
西
へ
二
キ
ロ
地
点
で
あ

る
。
周
囲
は
、
水
田
が
広
が
る
。
「上
岡
山
部

落
」
は
、
一
二
世
帯
・
五
〇
人
が
住
ん
で
い

た
。 

 

こ
の
地
に
生
ま
れ
、
一
九
八
八
（
昭
和
六

三
）
年
に
訪
中
団
一
行
と
し
て
「
雪
上
屯
」

を
訪
れ
た
船
越
美
智
子
（
九
二
歳
）
に
聴
い

た
。 

「
雪
上
屯
と
地
名
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
雪
上

猛
・
雪
上
千
歳
さ
ん
家
族
が
い
た
か
ら
で

す
。
雪
上
猛
さ
ん
は
、
大
正
元
年
生
ま
れ

で
、
先
遣
隊
と
し
て
入
植
し
ま
し
た
。
龍
爪

屯
の
あ
る
ポ
プ
ラ
並
木
か
ら
西
面
一
帯
に

広
が
る
水
田
は
、
雪
上
猛
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
水
田
班
を
指
導
し
ま
し
た
。
牛
馬
を

使
っ
て
耕
作
し
、
川
か
ら
水
路
を
引
き
、
米

の
品
種
改
良
な
ど
を
実
行
し
た
米
造
り
の

専
門
家
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
、
住
民
に

尊
敬
さ
れ
て
戦
後
も
名
前
が
残
っ
た
の
で
は

な
い
か
」と
推
測
さ
れ
る
。 

 

雪
上
猛
さ
ん
は
、
昭
和
二
○
年
七
月
「
根

こ
そ
ぎ
召
集
」
で
、
朝
鮮
半
島
へ
派
遣
さ
れ

た
が
、
九
月
に
は
帰
国
し
て
い
る
。
ソ
連
参

戦
後
、
雪
上
千
歳
さ
ん
は
長
男
（
五
歳
）
と

長
女
（
二
歳
）
の
手
を
引
き
、
山
中
を
逃
避

 

龍
爪
開
拓
団
跡
と
「
雪
上
屯
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

青
木
康
嘉 

 

第
六
次
龍
爪
（り
ゅ
う
そ
う
）開
拓
団
は
、

佳
木
斯
（
ジ
ャ
ム
ス
）
と
牡
丹
江
（
ぼ
た
ん
こ

う
）
の
間
で
、
ロ
シ
ア
に
向
か
う
虎
頭
へ
と
つ

な
が
る
鉄
道
が
連
結
し
て
い
る
林
口
（
り
ん

こ
う
）
駅
か
ら
一
つ
南
に
位
置
す
る
龍
爪
駅

（
現
在
は
な
い
）
付
近
に
あ
っ
た
。
当
時
の
地

名
で
言
え
ば
、
東
安
省
林
口
県
龍
爪
郷
で

あ
る
。
標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
の
龍
爪
溝
嶺
東

側
の
緩
傾
斜
地
帯
で
「
龍
の
爪
」
の
地
形
か

ら
そ
う
呼
ば
れ
た
。
近
く
に
「
龍
爪
河
」
が

流
れ
て
い
る
。
拓
務
省
の
技
師
が
軍
の
飛
行

機
で
調
査
し
、
良
い
土
地
と
牧
場
に
適
し
て

い
る
と
し
て
こ
の
地
を
選
ん
だ
。
一
九
三
七

（
昭
和
一
二
）
年
先
遣
隊
が
出
発
し
、
翌
年

本
隊
が
入
植
し
た
。
龍
爪
開
拓
団
（
団
長
和

田
章
蔵
）
に
は
、
『
満
州
第
六
次
龍
爪
開
拓

団
の
足
跡
』
に
よ
る
と
、
延
べ
一
二
五
四
人

が
入
植
し
た
。
山
形
県
や
京
都
・
大
阪
・
兵

庫
を
初
め
近
畿
各
県
・
岡
山
・
島
根
・鳥
取
・

山
口
な
ど
一
四
府
県
出
身
者
で
構
成
さ
れ

て
い
る
村
で
、
開
拓
団
本
部
（
村
役
場
）
・
国

民
学
校
・
東
亜
緬
羊
牧
場
・
畜
産
学
校
・
種

鶏
場
・加
工
場
・国
立
種
馬
場
・
龍
爪
神
社
・

青
年
塾
・
女
塾
な
ど
が
あ
っ
た
。
岡
山
県
出

身
者
は
、
龍
爪
駅
近
く
の
日
の
出
郷
・
春
日

郷
・
上
岡
山
郷
と
林
口
駅
近
く
の
八
幡
郷

に
居
住
し
て
い
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
岡
山

県
出
身
者
は
二
二
九
人
い
た
。
一
戸
あ
た

り
、
水
田
・
畑
を
合
わ
せ
て
、
一
二
町
歩
六

反
の
土
地
配
分
を
受
け
て
い
る
。 

 

今
年
の
夏
、
私
自
身
六
度
目
の
龍
爪
開
拓

団
跡
地
へ訪
問
し
た
。
小
林
軍
治
先
生
や
高

見
英
夫
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
「日
の
出
部
落
」

る
と
お
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
岡
山
県
立
岡
山
南
高
校
を
訪

問
し
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
体
育
祭

の
予
行
演
習
を
し
て
い
て
、
担
当
の

姚
先
生
は
お
留
守
で
し
た
の
で
、
事

務
所
に
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
預
け
て
き

ま
し
た
。
南
高
校
へ
は
後
で
小
林
事

務
局
長
が
話
し
に
行
か
れ
ま
す
。 

 
９
月
２
４
日
の
中
国
百
科
検
定
委

員
会
の
後
、
河
井
理
事
長
と
真
田
で
、

岡
山
県
立
岡
山
東
商
業
高
校
を
訪
問

し
ま
し
た
が
、
光
岡
先
生
は
お
留
守

で
教
務
の
担
当
の
方
も
授
業
中
と
い

う
こ
と
で
、
事
務
所
に
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
預
け
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
岡
山
県
立
総
社
南
高
校
は

犬
飼
理
事
が
担
当
し
て
下
さ
っ
て
い

ま
す
。
曽
田
理
事
は
、
津
山
の
美
作

大
学
へ
訪
問
予
定
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

真
田 

 

 

 

第
７
回
中
国
百
科
検
定
が
１
２
月

８
日
（
日
）
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
受
験
生
を
掘
り
起
こ
し
た

い
と
、
取
り
組
み
を
担
当
す
る
岡
山

中
国
百
科
検
定
委
員
会
が
た
ち
あ
が

り
ま
し
た
。 

 

担
当
は
河
井
理
事
長
、
真
田
支
部

長
、
曽
田
理
事
、
犬
飼
理
事
（
倉
敷
）

の
４
人
で
す
。
第
１
回
を
８
月
２
４

日
に
行
い
、
２
回
（
９
月
１
日
）
３

回
（
２
４
日
）
と
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
岡
山
県
下
で
中
国
語
履

修
の
あ
る
教
育
機
関
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
曽

田
理
事
を
中
心
に
、
そ
の
教
育
機
関

の
担
当
者
あ
て
に
、
ご
案
内
と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
直
接
お
会
い
し
て
、
よ
り

詳
し
い
説
明
と
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

手
渡
す
た
め
に
、
各
学
校
を
訪
問
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

９
月
１
８
日
に
最
初
の
訪
問
行
動

と
し
て
、
河
井
理
事
長
と
真
田
が
、

岡
山
商
科
大
学
付
属
高
校
の
張
先
生

を
訪
ね
ま
し
た
。
張
先
生
は
お
留
守

で
し
た
が
、
上
田
先
生
（
洛
陽
で
１

年
間
日
本
語
を
教
え
て
い
た
）
が
対

応
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
次
に
、
岡

山
市
立
後
楽
館
高
校
の
郝
先
生
に
お

会
い
し
、
生
徒
に
働
き
か
け
て
下
さ

行
し
た
。
栄
養
失
調
の
た
め
山
中
で
長
女
を

亡
く
し
た
後
、
横
道
河
子
で
捕
ま
り
、
収
容

所
に
入
っ
た
。
長
男
を
連
れ
て
引
き
揚
げ
た

の
は
翌
年
六
月
の
事
だ
っ
た
。 

 

今
回
そ
の
「
雪
上
屯
」
を
訪
れ
た
。
地
元
住

民
の
范
立
国
さ
ん
（
六
八
歳
）
に
聞
き
取
り

を
し
た
。 

「一
九
七
三
年
両
親
と
遼
寧
省
か
ら
引
っ
越

し
て
き
た
。
雪
上
さ
ん
は
、
戦
後
の
一
九
八

〇
年
代
に
夫
婦
二
人
で
訪
ね
て
き
て
、
私
の

家
に
昔
住
ん
で
い
た
と
い
っ
た
。
そ
の
家
は
一

九
九
〇
年
代
に
取
り
壊
さ
れ
た
。
」 

雪
上
夫
妻
が
龍
爪
開
拓
団
を
訪
問
し
た
こ

と
は
な
い
。
き
っ
と
船
越
美
智
子
さ
ん
ら
が

訪
れ
た
こ
と
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
「
雪
上
」
の
由
来
は
知
ら
な
か
っ
た
。
私

達
の
訪
問
に
、
范
立
国
さ
ん
は
嫌
な
思
い
は

さ
れ
て
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
来
て
く
だ

さ
い
と
固
い
握
手
を
し
て
別
れ
た
。 

 

 

岡
山
中
国
百
科
検
定
委
員
会
が
始
動 

 

雪上夫妻 


